
ん
は
一
九
五

阪
本
勝
知
翻

し
て
提
唱
。

兵
庫
県
労
働

編
」
な
ど
三

、
今
回
で
四

レ

比
邦
男
さ
ん

、
神
戸
新
聞

担
当
。
散
逸

め
、
組
合
の

＋
人
か
ら
聞

が
か
り
で
書

評
新
聞
総
合

が
編
集
協
力
脚

刊行された「兵庫県労働運
動史　昭和四十年代」

。
第
一
巻
は
、

労
の
賃
上
げ

駄
甦
粥
灘
．

を
集
め
た
旧

描
き
、
蓮

プ
ロ
ロ
ー
グ

内
容
と
な
っ

て
執
筆
し
た
。
国
際
競
争
に

さ
ら
さ
れ
合
理
化
を
進
め
る

経
営
側
に
対
し
、
労
働
環
境

や
生
活
向
上
を
目
指
し
て
激

し
い
賃
金
闘
争
を
繰
り
広
げ

た
組
合
の
動
き
、
労
働
条
件

の
悪
か
っ
た
船
員
ら
が
「
人

間
性
の
回
復
」
を
掲
げ
、
史

上
最
長
を
記
録
す
る
九
十
一

日
の
ス
ト
を
断
行
し
た
「
海

の
闘
い
」
な
ど
を
克
明
に
描

い
た
。

　
第
三
巻
は
、
看
護
師
の
夜

勤
制
限
な
ど
女
性
労
働
運
動

の
芽
生
え
や
政
治
闘
争
、
県

労
働
行
政
な
ど
を
ま
と
め

た
。　

執
筆
者
の
一
人
、
来
住
さ

ん
は
「
四
十
年
代
は
闘
争
の

ピ
ー
ク
で
あ
る
と
と
も
に
、

同
盟
結
成
な
ど
労
働
運
動
の

鎌1講1灘覇i難壁翼饗

康人さん
　関西学院大社会学部准教授

中野

　
日
本
人
の
第
二
次
世
界
大
戦
に
た
違
和
感
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、

対
す
る
記
憶
や
意
識
が
ど
の
よ
う
約
四
年
前
か
ら
研
究
し
て
い
る
。

に
変
化
し
て
い
る
の
か
、
新
聞
に
　
　
二
つ
の
全
国
紙
を
使
う
。
新
聞

掲
載
さ
れ
た
読
者
投
稿
欄
を
分
析
投
稿
欄
は
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

し
、
研
究
し
て
い
る
。
　
　
　
　
職
業
が
記
載
さ
れ
、
非
常
に
貴
重

　
留
学
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
で
な
個
人
情
報
と
い
え
る
。
そ
の
デ

は
、
日
本
が
話
題
に
上
が
る
と
戦
ー
タ
か
ら
「
戦
争
」
と
い
っ
た
単

争
の
話
も
語
ら
れ
る
が
、
日
本
で
語
な
ど
を
抽
出
し
た
り
、
そ
れ
ら

は
オ
ラ
ン
ダ
と
戦
争
は
絡
め
ら
れ
の
単
語
と
年
齢
や
職
業
を
絡
め
て

な
い
な
ど
、
戦
争
に
対
す
る
両
国
分
析
し
た
り
し
て
、
研
究
を
進
め

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た
。
こ
う
し
て
い
る
。
分
析
結
果
か
ら
い
ろ
い

．
饗

，
、
勢

　なかの・やすと
　1971年生まれ。
東北大大学院文学
研究科社会学専攻
博士後期課程修
了。戦争や環境、

景観などに対す
る、意識調査の分
析などを研究。

「戦争認識」の変遷追う

う
な
こ
と
が
み
え
て
く
る
。
　
　
　
え
る
。
　
「
平
和
」
と
「
悲
惨
」
は

　
両
紙
と
も
平
均
年
齢
は
約
四
十
約
二
十
年
間
、
両
紙
で
共
通
し
て

九
歳
。
職
業
で
み
る
と
、
主
婦
と
戦
争
と
絡
め
て
使
わ
れ
て
い
る
。

無
職
で
約
4
0
％
か
ら
半
数
を
占
　
　
「
語
り
継
ぐ
」
や
「
伝
え
る
」

め
、
会
社
員
約
1
0
％
、
小
中
高
生
を
「
戦
争
」
と
絡
め
た
場
合
、
両

約
5
％
な
ど
、
世
の
中
の
職
業
懸
紙
で
十
五
年
ほ
ど
前
か
ら
出
始
め

布
と
あ
る
程
度
合
致
す
る
。

　
一
方
の
新
聞
で
は
、
一
九
九
〇

年
代
前
半
ま
で
教
育
者
が
「
戦
争
」

を
よ
く
使
っ
て
い
た
が
、
二
〇
〇

〇
年
以
降
は
無
職
が
多
用
し
て
い

る
。
こ
れ
は
一
つ
の
世
代
が
、
戦

争
に
つ
い
て
語
り
掛
け
て
い
る
た

め
と
み
ら
れ
る
。

　
「
責
任
」
と
い
う
単
語
を
「
戦

争
」
と
絡
め
て
分
析
す
る
と
、
年

々
、
両
紙
で
減
少
し
て
い
る
。
こ

れ
は
戦
争
に
つ
い
て
の
責
任
論
議

が
退
潮
し
て
る
こ
と
を
示
す
と
い

た
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
戦

争
の
記
憶
を
伝
え
る
の
か
と
い
う

課
題
を
、
読
者
も
認
識
し
て
い
る

こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　
オ
ラ
ン
ダ
で
感
じ
た
違
和
感
を
．

ぬ
ぐ
う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
人
々
の

意
見
が
ど
の
よ
う
に
変
動
し
、
ど

う
い
つ
だ
人
た
ち
が
意
見
を
変
え

る
の
か
。
こ
の
研
究
で
予
測
で
き

た
ら
、
と
考
え
て
い
る
。
　
（
5
月

15
冝
A
関
西
学
院
大
の
先
端
社
会

研
究
所
定
期
研
究
会
で
）

　
　
　
（
ま
と
め
・
堀
内
達
成
）

エ
ポ
ッ
ク
と
も
な
っ
た
時
三
巻
一
セ
ッ
ト
（
箱
入
り
）

代
。
興
味
深
く
読
ん
で
も
ら
で
二
万
円
。
希
望
者
は
県
勤

え
る
の
で
は
」
と
話
し
て
い
労
福
祉
協
会
容
0
7
8
・
3

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
6
7
・
3
8
0
5

　
A
5
判
、
計
千
八
百
渥
。

驚
藩
繕
＼
r
冒
デ
，
、
婆
堂
号
．

　　v、　》，’「レーHPt　　一、晶

岬

隆
窒
蕩
邑
下
士
鮒
月
割
…！離乳欄騨
で1ン：・iゴ1’r轟肉丸葉

1懸鋳癬講
毒魚；！十目凝隔ギ

．
3
0
日
、
ア
ス
テ
ホ
ー
ル
佐
古
同
平
氏
が
講
皿
演

　
　
　
　
　
　
雇
用
不
安
や
格
差
社

　
　
　
　
　
会
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

　
　
　
　
さ
　
た
か
ま
こ
と

評
論
家
の
佐
高
信
氏
ー
ー
写
真
1
1
が
講

演
す
る
「
仕
組
ま
れ
た
格
差
、
つ
く

ら
れ
た
貧
困
i
マ
ス
コ
ミ
が
伝
え
な

い
ホ
ン
ト
の
話
」
・
が
三
十
日
午
後
二

、
時
一
四
時
、
川
西
市
栄
町
の
ア
ス
テ

ホ
ー
ル
で
あ
る
。

　
阪
神
間
の
教
員
や
弁
護
士
、
住
職

ら
で
っ
く
る
「
市
民
の
集
い
『
戦
争

で
幸
せ
に
な
る
子
ど
も
は
、
い
な
い

　
　
～
　
　
　
臨
…
灘
，

且まれた格差」
！
』
実
行
委
員
会
」
の
主
催
。

佐
高
さ
ん
は
山
形
県
出
身
。
慶
応

大
学
を
卒
業
後
、
高
校
教
師
や
経
済

雑
誌
の
編
集
長
を
勤
め
た
後
、
評
論

家
と
し
て
活
躍
。
企
業
社
会
か
ら
政

治
・
経
済
ま
で
痛
烈
な
評
論
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
近
著
は
「
問
答
有
用
」

（
田
中
真
紀
子
氏
と
の
共
著
）
。

　
講
演
で
は
、
昨
年
秋
の
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
日
本
国
内
で
も

深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
雇
用
情
勢
の

不
安
や
貧
困
問
題
な
ど
を
題
材
に
話

を
集
め
て
冊
子
に
し
た
と
い

う
。　

「
ほ
た
ん
ば
ち
（
ほ
お
）

　
　
　
ほ
ど

　
落
ち
る
程
う
ま
い
　
姫
路

お
で
ん
」
な
ど
播
磨
名
物
を

題
材
に
し
た
川
柳
や
、
　
「
地

雷
よ
り
踏
む
の
お
と
ろ
し

（
恐
ろ
し
い
）
体
重
計
」
な

ど
く
す
り
と
笑
え
る
日
常
の

機
微
を
詠
ん
だ
作
品
も
。

　
井
上
四
郎
会
長
（
八
三
）
は

「一

ﾇ
す
れ
ば
播
州
弁
の
フ

ア
ン
に
な
る
は
ず
。
ぜ
っ
ぺ

読
ん
で
」
と
話
す
。

　
冊
子
は
播
州
弁
で
「
い
ろ

い
ろ
」
の
意
味
が
あ
る
「
な

ん
じ
ゃ
か
ん
じ
ゃ
」
と
命
名
。

二
千
部
作
製
し
、
J
R
姫
路

駅
南
の
「
じ
ば
さ
ん
び
る
」

な
ど
で
六
月
一
日
か
ら
販
売

す
る
っ
五
百
円
。
同
研
究
会

（
コ
ム
サ
ロ
ン
2
1
内
）
曾
0

7
9
・
2
2
4
・
8
8
0
3

　
　
　
　
　
（
山
岸
洋
介
）

ず
ベ
ン
ト
寄
目
㎞
阪

｝
口
凱
州
↑
遊
悪
書
一
」
伊
乳

　
　
　
　
3
回
室

よ
り
身
近
に
な
つ
骸

株
式
投
資
。
未
経
験
薯

と
初
心
者
を
対
象
に
、

個
人
で
株
式
取
引
が
添

き
る
、
今
話
題
の
オ
V

ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ド
の
士

法
や
有
益
な
情
報
収
歯

法
を
、
基
本
か
ら
わ
継

り
や
す
く
説
明
い
た
一
，

ま
す
。
講
師
は
N
P
（

法
人
と
し
て
中
立
な
古

場
で
活
動
。
勧
誘
な
ソ

一
切
な
く
、
安
心
し
ブ

受
講
で
き
ま
す

　
※
講
座
内
で
パ
ソ
「

，
～
羅
朧

　大正期には内面の感情や、生命感
を強く表現した独特の芸術表現が多
く生まれました。こうした芸術表現
をジャンルを超えて総合的に展示し
ます。当講座では、展覧会開催まで
の経緯や見どころを解説します
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